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訪問調査日 令和2年11月18日

(Ａ棟)利用者様の要望が多様化する中、利用者本位で安全な環境を作れるよう職員全員が取り組んでいます。また　ご家族様に信頼して頂け
るよう、情報を共有し利用者様に寄り添う支援をしています。特に食事と健康面に力を入れております。食事面では　事業所経営者の畑で採
れる米や野菜を使用し毎日手作りの料理を提供しています。旬の食材を使い季節感を味わっていただけるよう行事食にも力を入れています。
健康面では　日頃の表情や言動からくみ取り早期に気づき対応できるよう、看護師と連携しながら取り組んでおります。利用者様・ご家族の笑
顔を見ることで　職員の喜びにつながりサービス向上につながるよう努めています。
（Ｂ棟）今年は新型コロナウイルス感染予防の為事業内容（外出や外食、敬老会、家族を招待してお祝い行事、また誕生会のお祝いの慰問な
ど）を縮小せざるを得なかったです。利用者多様化する中で利用者様の安全を確保し安心して、生活の場を提供し、ご家族様との信頼関係が
できるようにこまめに情報提供しています。食事面では自家精米や減農薬野菜を使った手料理やおやつを皆さん美味しそうに残さず摂取され
てあります。健康面ではR2年2月より居宅療養管理指導開始（訪問診療）を受け、看護師2名体制で精神面身体面を把握し病院と　連携を図
り、利用者様への手厚い看護に努めています。毎月のスタッフ間の勉強会では密を避ける為各棟で行い、消防避難訓練、救急法は後半は自
主避難訓練を行いました。地域、長寿会の予防訓練も4月からは中止となりました。運営推進会議の内容を郵送等により情報提供しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

「グループホームこころ」は筑後川からほど近く、周囲を田畑に囲まれた自然豊かな立地にある2ユニット型事業所である。各棟
は平屋で独立しており、天井も高く周囲からの採光も良いため非常に明るく開放的である。法人系列で近隣でも小規模多機
能、住宅型有料老人ホームを経営している。常勤の看護師が2名おり、今年から訪問診療も受けるようになり、健康面の管理も
より手厚くなった。代表が現在も農家をしているため、毎年新米や新鮮な野菜を提供しており、今まで食事があまりとれなかっ
た方にも美味しいと喜ばれ摂食の増加にもつながっている。コロナ禍で外出が難しくなったが、その中でもできることを工夫し
所内での食事レクや、ドライブでの外出などに取り組んでいる。教育研修や行事についても以前は系列事業所と合同での開催
をしていたが、今はユニット単位での開催と感染予防に配慮し縮小している。日頃も手袋の着用、手すり等の消毒、離れでの
面談など徹底した管理をしており、外部からの管理指導も受けた。
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グループホームこころ

法人名 有限会社　德栄会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】(Altｷｰ+enterで改行出来ます）

事業所番号

福岡市南区井尻４－２－１　　TEL:092-589-5680　HP:http://www.r2s.co.jp

株式会社アール・ツーエス

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日
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評価結果確定日令和2年10月15日 令和3年1月21日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

3. たまにある 3. たまに

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどない

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

69

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

70

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

61

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1  自己評価及び外部評価結果

4071602272
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R2.11自己・外部評価表（GHこころ）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
入居者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、入居者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

市の担当者と連携を図り問題発生時のア
ドバイスをいただいたり、生活保護受給者
へは生活支援課のケースワーカーと連携
し助言をいただいている。事業所内で起
こった行政への報告が必要な問題は隠す
ことなく報告行っている。

平時は毎回の運営推進会議に市職員も参加
してもらっており、その際に連絡報告がなされ
ている。空室状況などもFAXや電話などで逐
次報告をしている。介護更新時も窓口に訪問
し、その際に近況を話すこともある。日頃の
やり取りは施設長が主に行っている。

日頃から市担当者と連絡を密に取りながら
連携を図り、アドバイスを頂いている。問題
が発生した時は、素早い対応ができるよう
努め、サービスの向上につなげている。

会議や社内勉強会で身体拘束、言葉の
拘束をしないｹｱについての理解を深める
よう指導をを行っている。徘徊される入居
者には見守り・付き添いで対応し、スピー
チロックにも注意している。8/23起きた夜
間帯での身体拘束についても事実関係の
調査行い、行政、ご家族に報告し、その後
の勉強会で身体拘束及び高齢者虐待に
ついて指導行っている。

日中は玄関施錠もなく、外玄関に設置したセ
ンサーで離設事故についても監視している。
転落の危険のある方に対して四点柵の利用
があるが、同意、見直しに向けた会議、報告
等を行っている。今年の事故なども受けて新
たに研修などにも力を入れるようになり、職
員からレポート提出も受けている。

身体拘束廃止委員会の組織化を検討して
いるが、運営推進会議の議題にも定例化
して入れ込み、かつ、外部の意見なども取
り入れるようにすることで、法人全体として
の意識が高まり、解消に向けた取り組み
がなされることに期待したい。

会議や社内勉強会で、身体拘束のないケ
アについて勉強し周知徹底を図っている。
身体拘束ゼロを目指しているが、止むを得
ない事例に限り、家族了承のもと、身体拘
束を行っている。

地域の自治会に加入し、地域の神輿の立
ち寄り所として毎年立ち寄ってもらい入居
者と子供たちのふれあいがある。施設の
行事に地域の方が慰問をおねがいしてい
る。コロナ流行以降は外部からの訪問依
頼は行っておらず、行事も最小限に留め
ている。

従前は地域の行事として長寿会に職員が手
伝いに参加していた。毎年の夏祭りの際にも
神輿の立ち寄りで休憩地として提供し子供と
の触れ合いの機会ともなっていた。誕生会に
は地域ボランティアに来てもらい、歌や踊り、
太鼓演奏などを披露してもらった。近隣の散
歩の際などに挨拶も交わし良い関係を築い
ている。

コロナ禍が落ち着いてからは地域行事や
集まりなどに、可能な入居者と一緒に参加
が検討されていくことにも期待したい。

地域ケア会議への参加で他事業所との
交流している。地域の老人会の集まりに
職員が参加し介護予防教室を実施してい
る。健康体操やレクリエーション等で顔な
じみになり、介護に関する疑問、質問、相
談等も受け付けている。前項と同様にコロ
ナ流行以降は直接的な関わりは控えてい
る。

系列の小規模多機能施設と同日・同時間
に開催している。　家族代表や市区の代
表、市の職員などから意見や要望をいた
だいている。参加者同士も馴染みのの関
係になり　地域交流の場となっている。令
和2年3月以降はコロナ対策の為、文書郵
送で対応している。

従前は2か月ごとに会議を開催しており、民
生委員、地元長寿クラブ、市職員、地域包括
などから参加してもらっている。会議は系列
事業所の会議室で開催する。通常会議で伝
えていた行事情報、ヒヤリハット報告、職員体
制、写真付きの行事報告などを現在は郵送
報告している。

職員に対しての運営推進会議記録の共有
がなされていないようなので、回覧共有は
全体で行っても良いのではないだろうか。
また、入居者、家族の参加が見られなかっ
たので、コロナ後については、出欠の働き
かけや参加しやすい開催曜日の検討など
にも期待したい。敬老会や夏祭りなどとの
同日開催も時には良いのではないだろう
か。

地域の自治会に加入し地域行事の参加、
ボランティアの受け入れ等に取り組んでい
たが、コロナウイルスの影響により実施でき
ていない状況である。

要望に応じて、介護予防教室（健康相談、
介護相談、レクリエーションなど）を実施して
いたが、コロナウイルスの影響により実施
できていない。福祉に関しての疑問や質問
などは常時受け付けている。

会議では、施設の現状報告を行い、地域の
役員、市の職員などから、意見やアドバイ
スをいただきサービス向上への参考として
いる。令和2年3月以降はコロナ対策の為、
文書郵送で対応している

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

会議室に理念を掲示し、勉強会・定例会
時に職員全員で唱和している。

コロナ禍の前は、事業所全体の朝礼で唱和
をしていたが、現在はユニット単独の申し送り
となり、唱和も控えている。開設時に作られた
理念を一度見直しも行った。今年は職員の入
れ替えも多いため、新入職員への共有は今
から取り組むところである。

ユニット内の掲示が、改装後に徹底されて
いないので、各所で見れるようにされても
良いのではないか。新入職員などに対して
理念に関しての伝達、オリエンテーションを
行ったり、日々の共有、実践につながるよ
うな振り返りの機会が持たれることに期待
したい。

自己評価

実践状況

職員全員が理念を基本に於いて理解し、実
践行っている。理念は玄関入り口と会議室
に提示している。日ごろから意識して業務
の中で取り組んでいる。

1 (株)アール・ツーエス　



R2.11自己・外部評価表（GHこころ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、入居者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、入居者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する入居者、家族等意見の反映
入居者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また事業所で働く職員
についても、その能力を発揮して生き生きとして
勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保
証されるよう配慮している

法人として職員の処遇改善に取り組み、給
与水準の向上、労働時間の短縮、やりがい
を実現する社内風土の構築など職場環境
の改善などに取り組んでいる。

職員の採用にあたっては性別や年齢では
なく、資格・経験・能力・仕事への意欲を重
視する様にしている。その上で個々の職員
が、それぞれに持つ能力を発揮できるよう
配慮しながら人事を行っている。

会議や社内勉強会で高齢者虐待防止法
の理解と常日頃からの意識づけを徹底
し、法令を遵守したサービスを提供してい
る。言葉による心理的な虐待にも注意を
払い防止に努めている。

会議や社内勉強会で、虐待（各種）につい
て正しい知識が持てるよう周知・徹底を図っ
ている。

現在制度を利用されている入居者はいな
いが、社内勉強会で職員が制度を理解で
きるよう努めている。

今年の5月に内部研修を開催し、以前は外部
講師に来てもらっての研修も行っていた。説
明用のパンフレットも準備しており、必要時に
提供もできる。職員も制度についての基本的
な理解はできている。

新入職員も増えているとのことで、改めて
制度説明のパンフレットや資料を全員に配
布して周知を進めても良いのではないだろ
うか。

時間をかけて丁寧な説明を行っている。
利用料金やリスク、重度化や看取りにつ
いての対応方針、医療連系体制について
は、特に留意し詳細な説明行い同意を得
るようにしている。

社内勉強会の議題に取り上げ、外部の講
師を招き最新の資料を基に職員全員が理
解し、具体的に必要とされる場合は話し合
い、活用することができるように取り組んで
いる。今年はコロナで外部の講師は中止し
ている。

契約時に十分な時間を設けて丁寧に説明
を行っている。また入居者や家族の思いを
尊重し、同意を頂いた上でサービスを提供
する様に努めている。

面会の際には　相談や意見を言いやすい
関係作りに努めている。得られた意見を
職員間で共有し運営に反映させている。
ない月　介護相談員が来所され、職員に
は言えないことも相談できる体制をとって
いる。

全体で6，7割の家族は毎月1回以上定期的
な面会があり、その際に意見等を頂いてい
る。介護相談員も平時は毎月来ており、良い
評価を受けている。2か月ごとに「心だより」を
発行し、日ごろの様子も家族に伝えている。
コロナ過で面会を控えてもらっているが、9月
から個別のお便りを担当者から発信するよう
にし喜ばれている。

苦情受付箱を設けているが、目安箱や意
見箱のような名称で様々な意見を受け入
れられるようにしてはどうか。また、意見用
紙についても、事前に家族に配って記入し
てもらい、来所持に投函のみ出来るような
形で意見を得やすい取り組みにしても良い
のではないか。

毎月、定例会義、幹部会議を開催し、職
員の意見が反映しやすい雰囲気を作って
いる。また施設長との個人面談を行い、
職員が普段思っていることや不満を聴い
てもらう。それによって働きやすい職場の
雰囲気作りに努めている。

毎月の会議はユニットごとに開催し、事前に
議題も聴収し、原則全員参加で実施してい
る。主に入居者の状態や、ケアについて話し
合い、業務改善につなげている。各ユニット
の管理者にも意見は言いやすく、会議でも活
発に意見が出されている。

施設に苦情受付箱を設けている。また契約
書に苦情受付窓口を明記している。毎月、
介護相談員が来所されていたが、コロナウ
イルスの影響で実施できていない。

毎月、定例会議、幹部会議、役職者会議を
開催し、あらかじめ職員の意見を聴取した
上でクローズアップし反映できるよう努めて
いる。また施設長との個人面談を行い、職
員の思いや不満を聞き、働きやすい職場作
りに努めている。

全職員に研修の機会を与えられるよう配
慮している。資格取得者に対しては給与
や賞与等に反映するよう努めている。

個々の職員が、それぞれに持つ能力を発
揮できるよう考慮し採用、配置を行ってい
る。　無資格、無経験でトライアルで入社
した職員も正社員になっている。　地域の
青少年育成（剣道の指導）をしている職員
は勤務日の調整をしている。

30～60歳代、男女比は2:8程度と幅広い層の
職員が勤務している。休憩時間や休憩場所
なども確保されており、メリハリのついた勤務
が出来る。シフトについても本人の希望を聞
きながら職員同士で協力して調整している。

職員のスキルアップの取り組みとして、コロ
ナ後については外部研修の案内や参加な
ども奨励していっても良いのではないだろ
うか。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

14 （10） ○人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

会議や勉強会で人権教育を勉強し、入居者
の人権を尊重する様に努めている。

年間研修計画を作成し、内部研修を毎月実
施している。外部研修については、コロナウ
イルスの影響で未実施である。

社内勉強会を毎月実施。外部研修の受
講を実施し、伝達講習することにより職員
の質の向上を図っている。施設長により
定期的な面談を行っている。同事業所内
の役職者研修を外部講師を迎え行ってい
る。

行政が行う人権に関する外部研修の参加
や、福岡県政出前講座、人権関連団体の
講師派遣などを活用した研修開催などを
行っても良いのではないか。また、研修
DVDの無料貸し出し、動画鑑賞なども取り
入れてはどうだろうか。

会議や勉強会で人権教育を指導し、入居
者の人権を尊重するように努めている。

理念にも「笑顔と尊敬の念をもって～」と掲げ
るように、入居者に対する人権を尊重し、尊
厳に配慮した働きかけが出来るように接遇に
は力を入れている。職員に対しての指導も管
理者より適宜行っている。

久留米市介護福祉サービス事業者協議
会に参加し研修会への参加、情報交換を
行っている。その他、包括主催のＧＨ交流
会にも参加している。

職員が直接ご本人と会って現在の状態や
不安を理解し本人との信頼関係作りに努
めている。

利用前に本人、家族と面談を行い、要望
や不安なことを聞き取り、サービスに生か
している。また家族の介護負担が軽減で
きるようにしている。

久留米市介護福祉サービス事業者協議会
に参加し、研修会への参加・情報交換を
行っている。その他、包括主催のＧＨ交流
会にも参加している。現在はコロナウイルス
の影響で交流が困難である。

職員が直接ご本人と話す中で、現在の状態
や不安、要望を確認・理解し、信頼関係づく
りに努めている。

面会時に本人、家族の意向を確認し、必
要なサービスを見極め提供、助言を行っ
ている。

利用前に本人・家族との面談を行い、不安
な事や要望を聞き取り、サービスに活かす
ようにしている。また、家族の介護負担が軽
減できるようにしている。

面接時に本人、家族の意向を確認し、必要
なサービスを見極め提供、助言を行ってい
る。

本人と家族の絆を大切にし、日々の様子
を電話連絡や広報誌で知っていただき、
面会時には家族とのコミュニケーションを
図り、情報を共有し一緒に支える関係作
りに努めている。

施設の理念のもと、日々の生活において
一緒に家事をや食事を摂る中で、調理法
や味付け、掃除の仕方などの知識を教え
ていただいたりと、色々なことを学びなが
ら日々入居者に寄り添う介護を行ってい
る。

理念にも共生を掲げており、日々の生活に
おいて、職員と共に家事手伝いをして頂い
ている。

コロナウイルスの影響下で面会は少ない
が、定期的に本人の日々の生活の様子を
連絡することで、共に支えていく関係性を継
続できるよう努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○入居者同士の関係の支援
入居者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに入居者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

友人や近所の方の訪問は温かく迎え入
れ、プライベートスペースに案内し心地よ
く過ごして頂けるよう配慮している。　コロ
ナ流行以降は面会の制限行っており、面
会の際は外玄関から距離を取った面会と
している。

近隣以外からの入居も多いが、知人や友人
の来訪を受ける方もいる。馴染みの理美容に
継続して通う方もおり、家族との外食や一時
帰宅などされることもあった。家族が遠方に
いる方などは職員が連絡を仲介することもあ
る。

体操やレクリエーション、外出行事等への
参加を呼びかけ、入居者同士が関わり合
い楽しい時間を共有できるように支援して
いる。入居者同士トラブルになることもあ
るが、職員が中に入り、その時々に見
合った対応を行い、入居者同士が支えあ
えるような支援に努めている。

継続的なかかわりを必要とする入居者や
家族に対しては、必要により電話相談や
情報交換等を実施し支援している。

行事では御家族にも参加して頂き、面会時
には落ち着いた雰囲気でゆっくりと過ごされ
るよう、居室などに案内していたが、現在は
コロナ対策で居室での面会は制限してい
る。

体操やレクレーションに参加呼びかけ、入
居者同士が関わり合い楽しい時間を共有で
きるように支援しているがレクに参加されな
い入居者様には苦慮しています。（手足、指
などほぐす程度の支援）

継続的な関わりを必要としている入居者や
家族に対しては支援を行うようにしている
が、ここ最近は対象となる退所者はいな
い。

本人の希望や意向を把握し、入居者本位
の生活が送れるよう努めている。本人が
意思の表出が困難な場合でも本人の思
いをくみ取るよう努めている。

入居前の状態を確認し、主に各ユニットの管
理者が本人や家族から病院や自宅にて情報
を聞き取っている。本人からの聞き取りが難
しい時には日ごろの表情や様子を観察して
快不快を読み取ったり、家族から聞いて推測
して働きかけるようにしている。

本人、家族、居宅ケアマネなどからこれま
での生活について聞き取りアセスメントを
作成し、職員全員が熟知できる体制を
とって把握に努めている。

日々の様子はケース記録、申し送りなど
を通して把握するように努めている。毎月
の定例会では状態の確認を行っている。

初回の段階で本人の希望や意向を把握し
入居者本位の生活が送れるよう努めてい
る。本人が意思の疎通が困難な場合でも、
家族に協力して頂き本人の思いを汲み取る
よう努めている。

本人、家族、居宅ケアマネなどからこれまで
の生活について聞き取り、アセスメントを作
成している。それらを熟知できる体制をとっ
て職員全員も把握に努めている。

日々の様子はケース記録、申し込りなどを
通して把握できるよう努めている。毎月の定
例会では、状態の確認を行っている。

本人、家族、主治医からの情報をもとに
サービス担当者会議を行い、介護計画を
作成している。担当者会議は、定例会の
中で職員参加で行っている。

ケアプランは主に各ユニットの計画作成担当
者が主になって行い、6ヶ月でモニタリング、
プラン見直し、担当者会議の開催をしてい
る。担当者会議の際には家族のほか、看護
師や薬剤師にも意見照会し助言を頂いてい
る。

プラン目標を意識したケアを実践するため
に、ユニットごとに当月のプランをファイリン
グして全職員が参照しながら記録をとるよ
うにしてはどうだろうか。見直しに職員全員
で関わり、発展的なプラン作成につながる
ことに期待したい。

本人、家族、居宅ケアマネ、主治医からの
情報をもとにサービス担当者会議を行い、
計画書を作成している。現在はコロナ感染
予防の為、電話での意向確認、情報収集を
行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の入居者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
入居者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

日々の様子は細かく記録し、介護計画は
定期的に話し合い見直している。情報は
職員全員が共有できるようにしている。

入居者の個々のニーズに合わせ支援して
いる。家族の要望にも傾聴し対応してい
る。重度化している入居者については目
標・サービスが似通ったものになっている
のが課題。

日々の様子を記録し、ケアを実践しての気
付きなどは申し送り時や定例会にて、全職
員で共有すると共に介護計画の見直しに役
立てている。

入居者や家族の要望があれば、可能な限
り，個々のニーズにあわせ、支援し対応す
る様にしている。

地域のボランティアから慰問を受けたり、
近所の方と一緒に消防訓練などを行って
いる。子供神輿や近隣神社の神主の来
所もある。コロナ流行以降は外部からの
訪問依頼は行っておらず、行事も最小限
に留めている。

本人、家族が希望する医療機関と常に連
携を図り、受診等の対応をしている。（訪
問診療）体調変化時も早急に対応できる
ようにしている。

以前は外部のかかりつけの利用で通院介助
もしていたが、今年から看取り支援も視野に
いれ提携医に切り替えてもらい訪問診療を受
けてもらうようになった。他科受診の際も基本
的に事業所が支援し、看護師が対応すること
もある。常勤の看護師も2名おり、健康管理に
は日々気を配っている。

今年は近所のボランティアからの慰問はコ
ロナで中止。近所の方には離設された入居
者に声掛けして頂けるように日頃より長寿
クラブ例会や運営推進会議などでお願いし
ている。

　指定医療機関と常に連携を図り訪問診療
を月2回受けています。急変時早急に対応
できるように整えている。

常勤の正看護師がおり、受診、服薬状
況、健康管理を行っている。健康状態を
把握し、介護職員に適切な受診や看護を
受けられるよう指示を行っている。看護師
二人にて原則日中は看護師常在としてい
るが、看護師が休みの際は、いつでも対
応できるように電話連絡にて指示を仰い
でいる。
入院時は病院のソーシャルワーカーなど
と連携を図り、定期的に状態把握に努め
ている。退院の際は退院後のｹｱなどにつ
いても情報提供を受けている。また、入居
者が居宅療養管理指導契約している薬
局、歯科医院への連絡も行っている。

常勤の看護師が2名おり、薬剤師による居
宅療養管理指導を行い、服薬状況、健康状
態を把握し介護員とも情報の共有を図って
いる。夜間の急変時はいつでも対応できる
ように電話連絡できる体制をとっている。

入院時は、ご家族様やＳＷ、看護師に連絡
行い情報収集し連携をとっている（コロナ感
染予防の為面会禁止）

重要事項説明書に重度化した場合の指
針を記載し契約時に説明している。可能
な限り介護できるところまで一緒に生活で
きる事を家族に説明し同意を得ている。
常勤の看護師を配置し、かかりつけ医と
連携を取りながら重度化に対応している。

これまでにも数名の方の看取りを行ったが、
今後の支援をさらに深めていくために、新た
に訪問診療のできる病院と提携し、24時間対
応できるようになった。今後の看取り体制の
準備を進めているが、事業所で出来ること出
来ないことを見極め、家族にも説明しており、
現在は看取りまで行わないこととしている。

最期をここで迎えたい、という希望に応え
るため、定期的なターミナルケアの研修実
施や提携医との連携体制の構築などを進
め事業所としての対応が整っていくことに
期待したい。

可能な限り介護できるところまで生活がで
きることを入所時、重要事項説明書、契約
時に説明をしている。看取り開始時には終
末期ケアについて再確認し同意書をとって
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

36 ○急変や事故発生時の備え
入居者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
入居者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○入居者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、入居者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

年に２回の消防訓練時に消防署員の指
導で心肺蘇生・AEDの使用訓練を受けて
いる。勉強会で事故や急変時の対応につ
いて学んでいる。

消防署の協力のもと年2回の応急処置や心
肺蘇生法の方法などの知識や技術を学ん
だり勉強会で習得しているが、今年はコロ
ナ対策の為、中止となっている。

年２回、全職員、入居者、入居者、近隣住
民の方を交えて消防署の指導による消防
訓練を実施している。また自動通報装置
やスプリンクラーを設置しており、緊急時
の連絡網や電話対応マニュアルも掲示し
ている。夜間の外部者の侵入や入居者の
離設による事故防止のため、門にセン
サーカメラを設置し施設内から監視できる
ようにしている。

平時は年2回のいずれも消防署の立ち合い
があったが、今年度は自主訓練にて実施し
た。以前は近隣住民の方にも案内し訓練参
加もしてもらったことはあった。筑後川もほど
近いが高台にあるため水害等の被害想定も
ない。水、カップ麺。缶詰等の備蓄も進めてお
り、賞味期限時の入れ替えも行っている。

訓練時の近隣の声掛けをしばらくしていな
かったので、コロナ禍の落ち着いた折には
再開されても良いのではないだろうか。

人生の大先輩として尊敬の念を忘れず、
誇りやプライバシーを損ねないように注意
している。敬語と地域の言葉を意識して入
居者一人ひとりに合わせた声掛けをして
いる。

本人の慣れた地の言葉で話しかけることもあ
るが、過度に馴れ馴れしくならないようにも注
意している。入浴や排泄時のプライバシーに
も配慮した働きかけにも気を付ける。写真の
所内掲示についても入居時に説明して同意
を頂いている。

　年2回職員、入居者による消防署の指導
で消防避難訓練の実施をしている。自動通
報装置やスプリンクラーの設置、緊急時の
連絡網や電話対応の時のマニュアルを提
示している。今年はコロナ感染で自主避難
訓練実施。

職員の接遇や入居者に人権、尊厳につい
て勉強会で見直しをするようにしている。言
葉使いには特に気を付けている。

入居者と充分にコミュニケーションをはか
り、思いや希望を聴き、日常生活の中の
行事やレクリエーションに取り入れ実現で
きるよう支援している。

日常生活の何気ない会話にも耳を傾け、
思っていることが引き出せるよう努めてい
る。また負担にならないようような言葉か
けで自己決定できるように努めている。

入居者とできる限りコミュケーションを図り、
思いや希望の傾聴に努め、入居者一人一
人が自己決定できるよう支援している。

一人一人のペースに合わせその人らしく過
ごして頂けるように支援しているが、全員の
希望に添えないことがある。

できる限り一人ひとりのペースを大切にし
希望に沿った過ごし方になるように支援し
ているが、時に難しいこともある。２ヶ月に
一回　近所の理容院に訪問してもらって
いる。

入居者の希望や能力に応じて食事の下
ごしらえを手伝ってもらっている。また　お
やつ作りにも参加して頂いている。

代表の田畑でとれた新米や野菜を提供して
おり、メニュー作成、調理についても専任の
調理担当や、職員が交代で行っている。家庭
菜園での収穫物を提供することもあり、家庭
的な雰囲気で食事が楽しまれている。職員は
入居者と別に各自で食事している。誕生日や
敬老の日などは行事食も提供し、刺身など普
段食べないような物なども出して楽しまれて
いる。

2か月ごとに理容院の訪問により散髪を
行っている。また身だしなみなどできるよう
に髭剃り、美容液など準備し行事などには
口紅やネイルなどのお洒落をしている。

食事の献立を毎日読み上げて頂き、好きな
料理や食べ物を尋ねている。職員は一緒に
食事をとる事はないが、好きな食べ物や、
おいしかった料理など聞きながら見守りして
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

生活支援記録に入居者の食事摂取量、
水分摂取量を記録し入居者の状態確認
を行っている。本人の状態に応じて栄養
補助食品の提供も行っている。食事の形
態、量は全員が同一ではなく　状態に合
わせて調整している。

毎食後　自力または介助にて口腔ケアを
実施し、清潔の保持に努めている。歯科
医と連携を図り入居者の状態を把握し情
報を共有している。

食事、水分量を記入し状態把握していま
す。R2　6/8～9/25日まで午前、午後イオン
ドリンクを提供し熱中症、脱水対策に心が
けた。

毎食後自力、介助にて口腔ケアーを実施
し、清潔保持に努め、歯科医の指導時に状
態把握、情報、指導を共有し介助に活かし
ている。

毎日　排泄状況をチェック表に記入し、状
態把握に努めている。できるだけトイレで
排泄できるように声掛けし支援を行ってい
る。都度、本人の状態を考慮してパッド類
の見直し行っている。

ユニットごとに、1日単位で全員分の排泄状
況が管理できるチェック表がある。原則トイレ
排泄に取り組んでおり、夜間など転倒の危険
性がある方もポータブルトイレ使用で対応し
ている。排泄の自立に向けた取り組みを職員
で共有して取り組みにつなげている。

入居者全員の水分量を把握し、水分不足
にならないように支援している。医師、看
護師の下剤調整もｋ実施。また健康体操
などに参加していただき、毎日適度な運
動を職員と一緒に取り組んでいる。

排泄チェック表を活用し、状態把握に努め
ている。なるべくトイレ介助で誘導していま
すが、オムツ交換を必要とされている方に
は陰部洗浄とおしり拭きで清拭している。

水分摂取量を把握し水分不足を予防し、健
康体操などに参加し、腸の働きをよくするこ
とに心がけている。

入浴日は決めさせてもらっているが、希望
があればいつでも入浴できるように配慮し
ている。また入浴剤やゆず湯等で季節感
を感じてもらっている。

家庭用のユニットバスで、基本的には3日に1
回、午前中の入浴を提供している。看護師が
皮膚観察し保湿にも努めており、状態も良く
なっている。シャワー浴の際も足浴を提供し
ながらするなど、体が冷えないように配慮す
る。入浴剤も選んでもらい、その日の気分で
入浴を楽しんでもらっている。

入居者一人ひとりの生活リズムに合わせ
て、原則午後は休息時間をとっていただ
いている。個々に声掛け行い本人のの意
思を確認し安眠や休息を支援している。

曜日や時間を決めずに入浴を楽しんでもら
えるように、湯加減を伺ったり、好みの入浴
剤を揃えている。

入居者の生活パターンに合わせ、声掛けし
ながら休息の時間を取っていただいてい
る。安心して休息、眠れるように居室で過ご
す時間も作っている。

薬剤師と相談しながら、看護師のもと薬
の管理と服薬管理と支援を行っており、状
態の変化は常時看護師に報告している。
記録を残し職員全員が情報を共有できる
ようにして日々の状態観察を合わせて支
援している。

入居者の能力に応じた役割を担っていた
だき、日々の生活の中で家事手伝い等楽
しみややりがいを見いだせるよう寄り添い
支援していく。本人や家族の希望で好み
の菓子等を購入代行している。

看護師指導の下、薬の管理と服薬支援を
行っている。薬の処方箋や医療記録など個
別にまとめ、いつでも職員が確認できるよう
にしている。

日常生活の中、家事援助できる入居者に
は役割を担っていただき、楽しんで頂けるよ
うな行事を企画し、天候が良い日は園庭散
策など気分転換ができるように配慮してい
る。

7 (株)アール・ツーエス　



R2.11自己・外部評価表（GHこころ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部
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自己評価（Ａ棟） 外部評価

実践状況

自己評価

実践状況

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、入居者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った入
居者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

日常的な外出を希望される入居者は少な
いが、体調などを考慮しながら外出行事
を実施している。ただし、コロナ流行以降
は最小限に留めている。

コロナ禍では外出も自粛していたが、安全に
配慮しながら徐々にドライブなどの外出も再
開しだし、家族との外出や、紅葉見学などに
今後も取り組む予定である。所内が広いため
歩行訓練もしやすく、ルームサイクルでリハビ
リにも取り組んでいる。

日常的に外出を希望する方は少ない状況
で、体調を考慮し外出行事を実施している
がコロナで行えていない。今年は11月に紅
葉見学を予定している。家族との外出も遠
慮していただいている。

自分でできることは本人にして頂くよう声
掛けしている。居室入口には本人が分か
りやすい表札を掲げており、入居者が間
違えないように工夫している。

共有スペースにはソファーやリクライニン
グチェアーを設置している。入居者がゆっ
くり談話できるようにしている。

自宅からお持ちいただいた物や本人に
とって思い入れの強い物などは可能な限
り施設内（本人の居室など）で使っていた
だき、過ごしやすい環境作りの一助として
いる。季節ものの入れ替えはご家族にお
願いしているが、コロナ流行以降は最小
限に留めている。

ホールから伸びる廊下沿いに居室が並んで
いる。各部屋はフローリングだが以前、希望
の元畳敷きにして布団で休まれる方もいた。
介護ベッドは希望者に有償レンタルで対応し
ている。腰高窓からの日当たりや風通しもよ
く、壁一面に家族写真が飾られる居室もあ
り、室内をにぎやかに彩られている。

施設が金銭管理を行っている。外出行事
で買い物をする時は職員付き添いで支払
の支援をしている。

本人から希望があれば状況に応じて対応
している。

行事や外出時の写真を掲示したり季節感
を感じられる飾りを飾っている。入居者が
不安や混乱を招くようなものは排除するよ
うに心掛けている。

玄関は行ってすぐがホールになっており、カ
ウンターキッチンから所内の見通しもよい。床
はタイル張りで清掃も行き届いており、天井も
高めの吹き抜けのようになっていて、南向き
の窓からは自然の移り変わりが望め、暖かな
太陽の日差しが差し込んでいる。

自宅で使われていた家具や、思い入れの
ある物は可能な限り、居室で使って頂ける
よう配慮している。

自分でできることは本人にしていただくよう
に声掛けし自立支援に努めている。また、
施設内表示は大きな文字を使いイラストを
交え、わかりやすいようにしている。

施設で金銭管理を行っている。外出行事の
時はスタッフ付き添いの下支払い支援して
いる。今年はコロナ感染予防の為10月まで
中止している。

本人からの希望があれば可能な限り対応
する様にしている。

ホール内のスペースに行事、レクリエーショ
ンの写真など季節ごとの貼り絵や装飾を飾
り付けている。また適切な温度・湿度を保つ
ことができるように温度計、湿度軽を備えて
いる。

テーブルの椅子席の他ソファー席を用意
し、気の合う入居者同士で談話できるように
している。

8 (株)アール・ツーエス　


